
防災 地域コミュニティ 
 

経田
き ょ う で ん

地区 
（富山県魚津市） 

○ 計 画 期 間 平成 18 年度～平成 22 年度 

○ 面     積 44ｈａ 

○ 交付対象事業費 695 百万円 

○ 市人口 40,298 人 

 

 

 

 

 

目  標  ①防災性の高い安全な市街地の形成 

②居住環境の改善 

③既存コミュニティの活性化と人口定着の促進 

 

指  標  防災性の高い安全な市街地の形

成、居住環境の改善、既存コミュ

ニティの活性化による相乗効果を

見込んだ指標とした。 

 

 

事業内容 基幹事業(544 百万円) → 道路(市道整備 L=2,469ｍ)、地域生活基盤施設（避難所案内板の設置）、 

耐震性貯水槽整備（1箇所） 

提案事業(151 百万円) → 土地区画整理事業（A=3.5ha）、地区公民館改修事業(1 箇所)、公共施設利活用

事業（防災まちづくりの検討）、経田まちづくり活動支援事業（ワークショッ

プなど） 

 

 

・老朽建築物の更新件数    0 件/年(H17)  →  10 件/年(H22) 

・地域まちづくり活動の頻度   5 回/年(H17)  →  12 回/年(H22) 

・若年居住者の数          1,231 人(H17)  →  1,080 人(H22) 

地区概要  地区内市道の整備、避難所案内板の設置、区

画整理事業の実施や住民が主体となったまち

づくり活動を行うことにより、災害に強いま

ちづくりと地域コミュニティの活性化を図

る。 

ポイント  災害に強いまちづくり 
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▲ 拡幅整備された道路 

地区の現況と課題 

・建替え困難な敷地環境を改善し、老朽建築物の建替えを促進すると

ともに、従前居住者対策を講じる必要がある。主要な防災道路の確

保、防災性向上を図る既存道路の修復・改善、身近なオープンスペ

ースの充実を図る必要がある。歩行者が安全に心地良く歩ける生活

軸の形成が必要である。 

・住民が日常的に利用できる身近な公園や広場の整備が必要である。

住環境を改善し、若い世代の定住促進を図るとともに、高齢者が安

心して暮らせる環境づくりが必要である。また、積極的な住民参加

型のまちづくりを推進するための意識啓発が必要である。 

 

 

提案事業の特徴 

 

土地区画整理事業 

先行整備地区内で土地区画整理事業による面整備を行い、

狭隘な道路を修復・改善した防災性の向上、住環境をレベルア

ップしたふれあいある環境づくりを図る。 

 

公共施設利活用調査 

地区自主防災会を中心に、地区内の防災まちづくりのあり方

について議論し、その中で地区内の公共施設の利活用方策につ

いても検討を行う。 

 

まちづくり活動推進事業 

独居老人等、避難弱者に対する災害時の連絡・誘導体制の

整備や避難訓練を実施する。また、区画整理についての情報共

有及び啓発・研修活動を行う。 

 

 

計画策定プロセス 

 

継続的なまちづくり活動 

経田地区では、多くの区域で老朽化した木造住宅や狭幅員道

路がネックとなり、緊急車両が入れないことや下水道管の埋設

が施工できないなど、生活環境の向上を妨げる状況となってい

る。このような中、平成 16 年には地区内で大規模な火災が発

生し、５棟の建築物が焼失している。 

地区内では、土地区画整理事業の手法による、これらの問題

点の解消を考えており、「土地区画整理委員会」を中心にワー

クショップ形式により整備計画の検討を行ってきた。さらには、

土地区画整理事業の事業化に向けて、地域のまちづくり方針と

の整合を図りながら市街地環境の改善や防災性の向上を勘案し

た区画整理設計を行うなど、住民参加のまちづくり活動を展開

している。 

 ▲ ワークショップの様子 

▲ 地区の避難所である経田公民館 

▲ 狭い道路が多い地区内の様子 

▲ 住民研修会の開催 
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